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4）Lave and Wenger（1991）では community of practiceと表記されているのに対して，Wenger







Wenger, McDermott and Snyder,2002），実践共同体は自己組織的，自然発生的に発展する
ものであり，育成のスローガンになるべきものではない。



































































































































































































































































































































































































118 松山大学論集 第29巻 第3号
「じゃあ早速，売場へ出て接客してみて」という感じで，急に投げ出され
てしまって。




































































































































































































































































図2 大丸Ｄ店 1階 婦人洋品売場内レイアウト
現場観察により筆者作成（2011年11月29日）
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